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アジアを学ぶ
―近代学習院の教育，人と人とのかかわりから―
村松　弘一
成果報告1　「東洋学の歩いた道」シンポジウム（学習院大学史料館講座より）
皆さん，こんにちは。学習院大学の村松と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
私は，現在，学習院大学学長付国際研究交流オフィス（当時）に勤めておりますが，その前
9 年間ほど学習院大学の東洋文化研究所に勤めていました。今回の学習院大学史料館展示室
の展示は「アジアを学ぶ」というテーマ，3 館全体のテーマは「東洋学の歩いた道」として
います。まずは展示に至るまでの流れを説明したいと思います。私が東洋文化研究所の助手
として仕事を始めた 2003 年のことですが，文学部を中心に図書館や史料館等，学習院大学
全体として所蔵する古い書籍であるとか文物をチェックしようという，通称「お宝プロジェ
クト」がおこなわれました。その中に東洋文化研究所も入っていたわけですけれども，その
ときに，研究所ではアジア関係のものをきちっと調べようじゃないかということになりまし
た。最初は研究所の所蔵する朝鮮関係の資料を中心に調査していましたが，調べていくうち
に図書館の漢籍資料であるとか，また，今回展示しております史料館の歴史地理標本室の資
料であるとか，研究所の枠組みをこえて研究するようになりました。2007 年には文科省の
オープンリサーチセンター整備事業に「学習院大学東アジア学ナリッジセンター」というプ
ロジェクトが東洋文化研究所を拠点として採択されました。そのプロジェクトの成果として，
2010 年 1 月には学習院大学開学 60 周年記念特別展覧会「知識は東アジアの海を渡った」を
丸善・丸の内本店ギャラリーと学習院大学史料館展示室の 2 カ所で同時開催しました。学習
院大学が所蔵する東アジア学関係資料約 80 点を展示し，その展示図録『知識は東アジアの
海を渡った―学習院大学コレクションの世界』（学習院大学東洋文化研究所編，丸善プラネ
ット，2010 年）は今でもインターネットでも購入できるようになっております。
そして，2012 年からは学長付国際研究交流オフィスと史料館が協力して，新たなプロジ
ェクトとして文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「近代アジアへの眼差しと教
育―学習院コレクションの活用」が始まりました。その成果の 1 つとして，2012 年 12 月に
史料館展示室で「学習院の東洋学～オリエンタル・カルチャーの教育史」という展示をしま
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した。これは学習院で教鞭を執っていた東洋学，具体的には漢文・歴史・哲学を担当した教
員の紹介と彼らに関係する資料や書籍を展示しました。さらに，史料館ではプロジェクトの
一環として『百聞ハ一見ニ如カズ―旧制学習院歴史地理標本室移管資料』を刊行しました。
この約 10 年の調査の成果を踏まえたものが今回の展示ということになります。今回のコ
ンセプトは学習院にゆかりのある研究者や卒業生と関係する機関と協力することで，学習院
から外の世界へと東洋学がどのように継承されたのかということを見ていただくことでした。
そこで卒業生の細川護立と関わる永青文庫，教員であった白鳥庫吉が理事長を勤めた東洋文
庫とコラボレーションしようということになりました。このような経緯から「東洋学の歩い
た道」という統一テーマで，展示内容は各館できる範囲で自由なテーマでおこないましょう
ということになりました。
展覧会の開催を受けての今回のシンポジウムですが，私は史料館の「アジアを学ぶ」とい
う展示のなかから大枠を 3 つのテーマを挙げて説明します。第 1 は明治後期の白鳥庫吉や近
衞篤麿院長がいたころ，東洋史教育のはじまりについて。第 2 は大正から昭和前期にかけて
の旧制学習院歴史地理標本室の現物教材，文物資料について。そのなかで江藤濤雄という骨
董商が重要な役割を担っていますので彼についてもお話しします。3 つ目は海外修学旅行に
ついて。以上 3 つをお話ししようと思います。
1．明治後期の白鳥庫吉と近衞篤麿　――　資料収集と清国留学生受け入れ 
学習院は，幕末の 1847 年に京都で開校します。明治維新後，1877 年に神田錦町に華族の
子弟のための教育機関として開設され，1890 年には三浦梧楼院長の学制改革により「東洋
諸国の歴史」という授業が開講されることになりました。これが日本における「東洋史」の
科目のはじまりです。担当者は当年東京帝国大学の史学科を卒業して学習院に赴任したばか
りの白鳥庫吉でした。彼は後に日本の東洋学を代表する研究者となるわけですが，当時，東
洋の歴史というものは日本にはもとより外国にもなかった，だから，全部自分で調べなけれ
ばいけなかったと言っています。白鳥庫吉が学習院に着任する前年，のちに東京大学の東洋
史を剏設する市村瓚次郎が学習院に来ていました。市村瓚次郎は支那史を担当していました。
彼は自分は支那史ならできるけれども，東洋諸国の歴史は教え切れない。だから，先輩から
「君がやりたまえ」と言われて，白鳥が東洋諸国の歴史を担当することになったわけです。
市村は白鳥の先輩なんですね。
『学習院輔仁会雑誌』（134 号 1928 年）という雑誌に「学習院における史学科の沿革」と
いう白鳥の文章がございます。こちらに幾つかいきさつが書かれています。授業時間で最も
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多かったのが歴史の講義で，中等科では国史及び支那史，6 年級になると西洋史が加わり，
高等学科では西洋史と東洋諸国の歴史があった。東洋諸国の歴史の担当者を決める際には，
市村瓚次郎氏は，「私は東洋歴史はやらない。大学を出た人がやるべきだ」と言う。という
のは市村は漢学の学科を出ていまして，白鳥庫吉は史学科の出身なんですね。そこで，白鳥
は市村からやれと言われたようです。とにかくこういった東洋諸国の歴史という課目は今ま
でないものだから，知らないものを教えるためには大急ぎで日本に一番近い朝鮮の歴史から
調べ初めて，2 週間で「東国通鑑」という朝鮮史の史料を読了し，さらに『三国史記』を学
んだそうです。この授業を担当したことをきっかけに，朝鮮，満洲，さらに内陸アジアへと
白鳥の研究がひろがっていったことがうかがえます。現在，東洋文化研究所に朝鮮史関係が
多いというのは，学習院の東洋史の伝統が残っているためと言うことができるかもしれませ
ん。
このころ白鳥庫吉は世界各地から「東洋諸国の歴史」に関するさまざまな史料を集めまし
た。それらが今でも学習院大学図書館に所蔵されています。例えば，『御製増訂清文鑑』（図
1）は満洲語の文献でありますが，この本には満洲語とアラビア語で「シラトリ」のサイン
が見られます（図 2）。以前は，白鳥の在任期間に購入したことはわかっていたんですが，
5, 6 年前に満洲語を読むことができる東洋文化研究所の小沼孝博さんという助教（現在は東
北学院大学准教授）がおりまして，彼が判読して，ようやく白鳥自らがこの書を手にとって
使ったのだろうということがわかったのです。さらに，朝鮮本も集めました。なかには朝鮮
王朝の王室にあったことを示す「奎章之宝」の印を有するものもあります。『三陵誌状続
編』は明治 40 年に磯部屋という古本屋から購入したものです（図 3）。また，「朝鮮戸籍大
帳」という戸籍も所蔵しています。これも，明治 40 年に酒井好古堂という浮世絵商の酒井
図 1　『御製増訂清文鑑』 図 2　「シラトリ」のサイン 図 3　『三陵誌状続編』
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藤兵衛から購入したことがわかっています。これらは白鳥在任期間に受け入れたものですが，
そのまま朝鮮半島からダイレクトに持ってきたものではなくて，日本の古本屋や骨董商から
購入したものなのです（村松弘一「書籍と文物がつなぐ日本と東アジアの近代―学習院大学
コレクションから」『東アジア書誌学への招待・1』東方書店，2011 年）。
また，白鳥は明治 34 年から 36 年にかけて，ドイツ，ハンガリー，フランス，イギリス，
オランダ，フィンランド，ロシアなどに行きまして洋書を購入しています。東洋に関するも
ので，とにかく珍しいなと思ったものを，どんな価格でもなるべく買うようにしたそうです。
学習院大学図書館には白鳥文庫として当時収集した洋書が保管されております。今回，展示
したものでは，『モンゴル民族歴史資料集成』『マルコポーロ　その時代と彼の旅』等がその
とき集めた洋書です。このように東洋学の文献史料を整え，授業，研究を進めていくことに
なっていくわけであります。
さらに書籍以外の文物も集めたようです。東洋文化研究所には高さ 5 m の高句麗広開土
王碑拓本が 2 種類 4 面，つまり 8 面あります。この石碑は現在の中国の集安市にあります。
この石碑と関連する文物が史料館の所蔵する「太王陵出土太王陵銘条磚」というお墓の積石
です（図 4）。これらがどのような経緯で学習院に入ってきたのかは，大学図書館の原簿や
史料館の資料を見ても確定できませんが，白鳥将来の可能性も否定できません。明治 39 年
（1906）の宮内省『重要雑録』には，白鳥庫吉は満韓地方の歴史上の参考品の蒐集をしてき
なさいという記述があります。その時は，学生の満韓地域の旅行の引率ということで行った
のですが，学生の日誌によれば，その旅の終わり頃，白鳥先生は帰ってから授業の中で折に
触れて語っていた鴨緑江の上流域にある高句麗の広開土王碑の事跡を刻んだ石碑を発掘・運
搬する計画の機が熟したということで，学生一行と離れて満州のほうから朝鮮半島に行きま
したと書かれています。このとき，広開土王碑拓本と太王陵の磚を持ってきた可能性もあり
ます。もちろん，確定はできません。このように東洋学にかかわる文献史料，文物資料を明
図 4　太王陵の磚（学習院大学史料館蔵）
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治の後半期，白鳥が中心になって集めてきたということを申し上げておきます。
このころの学習院の東洋学を支えたもう 1 人の重要人物が近衞篤麿院長です。彼は 1895
年から 1904 年まで院長でしたが，在任中に学習院に大学別科が置かれました。大学別科と
は外交官養成を目的として開設された課程です。近衞院長と東洋学に関するエピソードを 2
つ挙げます。1 つは，1897 年から 1906 年まで陽明文庫という近衞家所蔵の漢籍を学習院に
寄託し，学生の勉学のために供したことです。これらの書籍はのちに近衞家に返還され，現
在は京都の陽明文庫にあります。ただ現在でも学習院に寄託されていた陽明文庫の目録や
「陽明文庫」というラベルが残る木の箱が学習院大学図書館にあります。1900 年に中国から
日本の教育機関や軍隊の教練を見学に来た視察団の日記（沈翊清『東游日記』）には，学習
院を訪問した時の記事があり，図書室には中国の経・史・子・集の四部が備えられ，それら
は近衞公のものであるということが書かれています。近衞院長のもうひとつの東洋とのかか
わりは中国人留学生の受け入れです。このことも『東游日記』にも書かれており，張厚琨な
る人物が学習院の最初の清国人留学生でした。彼は張之洞という，清国で日本への留学を推
進した人物の孫にあたる人物です。明治 32 年（1899）2 月 1 日の学習院『教務課日誌』に
も「清国張之洞の孫，張厚琨，本日入学す」との記事があります。ちなみに，この『教務課
日誌』の同年 2 月 7 日の記事には，日本の風景のスケッチを残したフランス人のレガメとい
う人物が画学の視察のため学習院を参観したと書かれています。様々な外国人が学習院を訪
れていたことがわかります。さて，張厚琨の在学中，白鳥庫吉も学習院におりました。『近
衞篤麿日記』には，白鳥庫吉が張厚琨と面会したことや，また，白鳥庫吉が自宅にて学生を
集めて開講していた今で言うゼミに張厚琨が参加を申し出たところ，白鳥先生は参加学生が
多いので断ったという記載があります。
以上，明治後半期の学習院では，白鳥庫吉が「東洋諸国の歴史」の授業を担当し，それに
関する書籍や文物を収集したこと，さらに，近衞篤麿院長が陽明文庫の漢籍を東洋に関する
教育・研究のために供し，また清国の留学生を受け入れるなど東洋の世界へと学問・教育が
広がったと言えるでしょう。
2．大正期の歴史地理標本室　――　古美術商を追え！
次に大正期の話に入ります。明治の終わりごろ 1908 年に学習院は四谷から目白に移転し
ます。このころ，歴史地理標本室という施設が現在の西 1 号館にできます（図 5, 6）。その
後，大正 12 年（1923）の関東大震災で焼失しますが，その後大正末から昭和初期にかけて
再興されます。そのコレクションは「宮内省移管資料」「高松宮下賜・明倫博物館寄贈資
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料」「島津製作所・江藤濤雄等からの購入資料」「考古発掘資料」などに分類することができ
ます。また，授業でスライドのように大きく写し出して利用したと考えられるガラス乾板写
真もこれに含まれます。これらのコレクションのうち，現在，学習院大学史料館が所蔵して
いるものに関しては，『百聞ハ一見ニ如カズ―旧制学習院歴史地理標本室移管資料』（学習院
大学史料館，2013 年）として刊行いたしましたので，この本で全貌を知ることができます。
この標本室の資料は，授業で実物を提示して説明するための実物教材でした。例えば，今
回の展覧会で展示しているものでは，中国の漢代の「宜子孫銘方磚」というレンガ（図 7）
や「牛車型明器」（図 8）「緑釉倉明器」「緑釉狗明器」など陶製の明器（墓の副葬品），さら
には「鎮墓獣」「女人俑」など唐代の唐三彩です。これらは中国の墓の中から出土し，日本
に入ってきた文物です。標本室の「標本原簿」には購入した時の値段が 30 円，90 円，28 円
などと記されており，学習院が業者から購入したことがわかります。中国の文物の多くは江
図 5　西 1 号館
図 6　歴史地理標本室
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藤濤雄という人物から購入しました。この人は日本の雑貨とか薬品類を販売する商人として，
中国・陝西省の漢中というところに滞在していたということがわかっています。雑貨や薬品
を売りつつ，様々な中国の美術品を日本に売却していました（広田不孤斎『骨董裏おもて』
国書刊行会，2007 年）。外務省外交史料館の記録によれば 1911 年の辛亥革命のころには，
すでに天津に滞在していたようです。この江藤の取引先は学習院だけにとどまらず，大正
12 年から昭和 3 年までの間に東京大学文学部に 93 点の考古文物を販売もしくは寄贈してお
り，そのなかには，殷墟出土の鳥型骨笄や唐三彩（胡人俑・武人俑・女子俑），漢代の明器
などがあります（東京大学大学院・鈴木舞さんの調査による）。このほか，書道博物館の
「十六国後秦弘始四年遼東太守呂憲墓表」，東京大学東洋文化研究所の「仏三尊磚」，東京芸
術大学の「白釉花文枕」など，江藤を経由してもたらされたことが知られています。骨董価
値の高いものは数少ないですが，実物教材として多くの文物を教育機関に納めていることが
図 7　宜子孫銘方磚
図 8　牛車型明器
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江藤の注目すべき点かもしれません。
江藤が活動した 1910 年代から 30 年代は，清朝崩壊と民国初期の混乱のなかで，世界的に
中国の文物が海外に流出する時代です。日本人のみならず中国人の骨董商が間に入って海外
に販売しました。そういった世界的な文物移動の時代のなかに学習院の歴史地理標本室とい
うものがあると言ってよいでしょう。
このことは，今回の展覧会のほかの会場の展示品にも関係します。例えば永青文庫の国
宝・金銀錯狩猟文鏡（洛陽金村出土）や銀人立像は壺中居という日本の古美術商から細川護
立が購入したものです。永青文庫の所蔵品はさらにグローバルで，細川護立は C. T. ルーと
いう人物から国宝の金彩鳥獣雲文銅盤や金銀錯鳥獣文管金具・三彩宝相華文三足盤等を購入
しました（図 9）。このルーは盧
ルーチンツァイ
芹齋という人物です。ルーは中国の浙江省出身で，来遠公
司という美術商の会社を立ち上げた人物です。パリとニューヨークの五番街，上海，北京等
に店舗をもっていました。当時の住所をみると，パリ本店の店舗はオペラ座の近くにありま
した。数年前にパリの店舗跡の周辺を歩きましたが，現在でもその周辺には様々な漢字の看
板があり，中国人が多く店舗を構えていました（図 10）。この C. T. ルーと細川護立がパリ
で出会って，貴重な中国の美術品が日本へともたらされたのです。
このルーを介して中国大陸から海外の博物館へと売却された文物のなかにペンシルヴァニ
ア大学博物館所蔵の 2 体の石馬があります（図 11 ①②）。これは唐・太宗の昭陵の前に置
かれていた六駿と呼ばれる 6 頭の馬のレリーフのうちの 2 体です。残りの 4 体のレリーフは
中国の碑林博物館にあります。中国人研究者の中には中国が最も返還してほしい海外流出文
物としてこの 2 体の馬のレリーフを挙げている人もいます。中国側はペンシルヴァニア大学
の学者が中国を訪れて，勝手に海外に持ち出したのだから返せということを主張しています。
図 9　C. T. ルー 図 10　来遠公司パリ本店跡周辺
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ところが，ペンシルヴァニア大学博物館のアーカイブズには関連する資料がきちっとまとめ
られていて，それを見ることができます。C. T. ルーとゴードン博物館長の書簡が残されて
おり，そこから 1917 年にメトロポリタン博物館からペンシルヴァニア大学博物館に移送さ
れ，1921 年に博物館から C. T. ルーへの支払いが完了したことがわかります。勝手にアメリ
カ人の研究者が持ち出したのでなく，中国人の美術商を介して購入したものなのです（村松
弘一「引き裂かれた唐昭陵六駿―ペンシルヴァニア大学アーカイブズ資料から」『世界の蒐
集―アジアをめぐる博物館・博覧会・海外旅行』山川出版社，2014 年）。
このように，中国の文物の海外への販売が日本向けだけではなくて世界に向けて 1910 年
代から 30 年にかけて非常に盛んになっていく。その背景には骨董市場のグローバル化や受
図 11—①　六駿・拳毛騧（現蔵，ペンシルヴァニア大学博物館）
図 11—②　六駿・颯露紫（現蔵，ペンシルヴァニア博物館）
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アジアを学ぶ―近代学習院の教育，人と人とのかかわりから―（村松）
け入れる欧米の側の東洋美術関係美術館の充実（ギメ東洋美術館など）などのほか，中国国
内の文物保護の問題がある。例えば古代の文物の宝庫と言うべき古都・西安で文物を収蔵す
る博物館ができるのは，ようやく 1944 年になってからです。それまで西安では西京籌備委
員会や西北文物考察団，陝西省政府などが別々に文物を収集・整理・保管してきました。1
カ所で全体を管理していたわけではなかった。それが西安から多くの文物が海外へと流出し
た原因の 1 つと考えられるのです（村松弘一「西安の近代と文物事業―西京筹備委員会を中
心に」『近代中国の地域像』山川出版社，2011 年）。このようなグローバルな歴史的背景の
なかで，歴史地理標本室に収集された文物が実物教材として学習院の教育のために活用され
たと見ることができるかもしれません。
3．海外研修旅行
史料を読み，実物教材に触れ，東洋に興味を持った学生は，次の段階として，現地を見る
ことになります。例えば白樺派の作家の 1 人とされ，『項羽と劉邦』という戯曲を著した長
与善郎は明治 40 年（1907）に日本地学協会主催の南樺太への修学視察旅行に参加しました。
彼の手記によりますと，白鳥庫吉の講義を聞いて，アジアに行ってみたいという思いが募っ
図 12　駐北京日本公使館での海外修学旅行団集合写真
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たようです。樺太ではモンゴル系の人とかロシア人がいることを目にします（長与善郎『わ
が心の遍歴』筑摩書房，1963 年）。講義が学生に海外への興味をもたらしたといえるでしょ
う。これは長与個人での参加した旅でしたが，学習院全体としては大正 7 年（1918）から中
国大陸や朝鮮半島・台湾への海外研修をおこなっています。1918 年の旅行は青島，済南，
曲阜を経て北京を訪問するという行程で，北京の駐北京日本公使館での海外修学旅行団集合
写真が今でも学習院大学史料館に残っています。前列中央のステッキを持った人物が駐清公
使の林権助，その左が学習院教授の鈴木大拙です（図 12）。この写真は山本讃七郎という人
が撮ったもので，彼は山本照像館（写真館）を 1901 年に北京で立ち上げました。この山本
写真館に所属した写真家は中国・東洋の建築の専門家である関野貞の写真撮影に同行しまし
た。
以上，「東洋学の歩いた道」の学習院大学史料館の展示の内容に即してお話をしました。
明治後期，学習院では「東洋諸国の歴史」すなわち日本で最初の東洋史教育の科目が開設さ
れ，白鳥庫吉・近衞篤麿の時代には文献・文物資料の収集と教育・研究への活用，大正から
昭和初期の歴史地理標本室の実物教材を利用した教育，さらには海外に行っての実地研修が
おこなわれたという 3 つの角度からのお話をさせていただきました。学習院の東洋学の教育
は教育史という範疇にとどまらず，近代という時代の世界のダイナミックな動きと大きく関
係しているといえるでしょう。
（むらまつ　こういち　　学習院大学学長付国際研究交流オフィス教授（当時） 
／現・学習院大学国際研究教育機構教授）
